













































































































































































































































































ルは、” The Emergence of Social Enterprise” であった。
9　東海市行政改革推進委員会での話題（2009 年 6 月 18 日）。




































































　東海まちづくり研究会は、2009 年 6 月の準備会を皮きりに、7 月に第 1 回
を開催し、この年度に８回開催した。東海市、知多市、大府市、東浦町、信用
金庫および愛知県から、産業やまちづくり政策の概要のご報告を願い、当方と
しては地域課題の把握に努めた。出席者は毎回 20 ～ 30 名と多かったが、顔
ぶれもほぼ定まってきたので、2010 年度には、テーマとメンバーを絞り、よ
り密度の高い研究会としたい。
　東海まちづくり研究会で筆者なりに把握した地域の課題は、工業社会から知
識社会へと時代が大きく移行する中にあって、この地域における次世代の産業
のビジョンが見えていないのではないか、という問題意識である12。自動車産
業を頂点とし、石油と鉄を中心にした大工業が主力であっただけに、当然のこ
とではあろうが、成熟化・脱大工業の時代を迎えて、もう一つの産業を構想す
ることこそ、意義ある研究ではないか。その際の地域産業構造は、①小規模集
積・知恵と技・高度専門化・ネットワーク型、②地域資源依存・内発型、③生
12　次世代産業のビジョンがないのに対して、市民の生活者意識は、明らかにもう一つ
のライフスタイル（自動車に過度に依存しないスローライフや心の通いあう近隣関係な
ど）を希求している。
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態系・クラスター型、④地域経済循環・地産地消型・自給圏形成などが優勢と
なる時代へと変わり、この産業構造の変化が生産様式、さらには生活様式の変
容をともなう「幸せな変革」をもたらすのではないか。またその変化の主力と
なるのは、地方分権や地域自治を担う事業型市民セクターではないか。
　このような大きな仮説を検証するため、毎回の研究会では、知多もめん産業
再生実験、コミュニティカフェや地産地消レストラン、小学校区自治のあり方、
中心街のあるべき姿、自動車部品メーカーの知的資産経営、地域資源活用型商
品開発、コミュニティ金融、市民エネルギーは可能か、知多ライフスタイルは
成立するか、などといった興味深いテーマを定めて掘り下げ、広範な研究土壌
を時間をかけながら皆さんとともに耕してゆきたい。　　
あとがき
　
　各地域自治体の最大の関心事は、「地域力の再生」であるようだ。幸か不幸か、
国には地域を牽引する力はもはやなく、地域から国を再生することが期待され
る時代となった。したがって、現代の日本の地域社会は、本格的な「自立」に
向けての大きな課題に直面している。しかし、それに対応できるだけの地域経
営能力が地域社会に蓄積されているわけではない。国に依存して地域の自立が
達成できるはずはないが、現場では、国が配分する資金を獲得するために右往
左往させられるケースがむしろ増えているのではないか。県や市町村といった
自治体独自の政策形成能力が重要になるが、本格的な調査研究・学習機能を有
する自治体は極めて少ない。最近では、NPO などの市民セクターが「新しい
公共」の担い手として期待されているが、その実態は行政の下請化に甘んじざ
るを得ないことが多いようだ。
　このような社会情勢の下では、知的な学術情報を的確に提供し、あるべき方
向をともに見出すための、地域を基盤とする大学の役割が大きくなるのは当然
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のことであろう。地域社会の問題を解決する能力が、いま大学に求められてお
り、まず各教員が自分の専門性を生かし、地域に貢献する協働のプロジェクト
を多彩に展開することが求められる。ともに学び、ともに現場の問題解決に取
り組み、幾多のつながりを創りだす中から、この地になくてはならない知識基
盤としての大学への信頼感と存在感が高まるのではなかろうか。
　筆者が体験してきた本学の地域連携に関する記憶に留めるべき事柄を記し、
また、少しばかり愚見を書き記した。学内外の諸賢からのご批判とご指導をお
願いしたい。
